
9

水都やながわ information
柳川市民文化会館　

公式サイト

【開館時間】�午前 9時～午後10時、月曜休館
【問い合わせ】☎0944・73・7777

広報やながわ 2025.10 月

市史抄片 【問】 市生涯学習課市史編さん係（☎0944・72・1275）
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　浅川漏
ろうせん

泉（1876 ～？、写真１）は、城内村（現
柳川市本町）で生まれ育ち、「烈女林

はやしみさお

操」、「武士道
亀鑑足

あ だ ち

達八
はちろう

郎」（写真２）など娯楽的な小説を書い
た人物です。これらはいずれも、江戸時代の柳川に
実在した人物を題材にしています。林操は、女性の
敵
かたき

討ちとして有名で、許嫁を殺した敵を 10 年かけ
て討ち果たすという話です。足達八郎は、杖

つえたておんせん

立温泉
（熊本県）を舞台にした果たし合い「杖立騒動」の
話で知られています。こうした題材が漏泉によって
読みやすい娯楽小説に生まれ変わりました。
　漏泉は、執筆活動の意欲の源を「愛

あいきょう

郷の念」だと
言っています。柳川の林操や、足達八郎の話が評判
になれば、柳川の知名度も上がると考えていたので
す。実現はしなかったものの、日

にっかつ

活に原稿を送って
映画制作を試みたこともありました。
　漏泉の生まれた浅川家は、古くからの立花家の家
臣です。特に宗

むねしげ

茂に仕えた伝右衛門安
やすかず

和は、宗茂の
逸話を集録した「浅

あ さ か わ き き が き

川聞書」を書いたことで知ら
れており、漏泉はその後

こうえい

裔にあたります。本名は
登
と さ ぶ ろ う

三郎、執筆活動の際に「漏泉」のペンネームを用
いました。
　執筆活動以外にも、柳川の地方行政や学校教育
などに携わっていたことが分かっています。福岡

師範学校を卒業後、城内尋常小学校（現城内小学
校）教諭となり、明治 41（1908）年同校校長時代
には、勤続の功績で県から表彰されています。小学
校を退職後、大正 12（1923）年 2 月 1 日に創立さ
れた山門郡城内村外九ヶ村土木組合の初代助役を務
めました。さらに同年 4 月 1 日、漏泉が社長となり
柳
やながわにちにちしんぶん

河日日新聞を創刊しますが、現存するものがほと
んどないため、詳細は分かっていません。その後、
大正 15 年から昭和 20（1945）年まで、杉森女学校

（現杉森高等学校）で主事（教頭）を務め、修身（道
徳教育）と作文を教えました。
　執筆活動は昭和初期、55 歳前後から確認できま
す。忙しい職務の合間を縫って書き進められ、昭和
9 年に「烈女林操」、同 11 年に「武士道亀鑑足達八
郎」が刊行されました。漏泉は柳川の菓子店と提携
して、「みさお餅」や「亀

かめぼう

房」（八郎が果たし合いを
した場所の名）などを記念菓子として売り出します

（写真３）。こうした宣伝効果もあってか、林操は四
版、足達八郎は二版と版を重ね、好評を博したよう
です。
　漏泉の書いた小説は他にもありますが、今回紹介
した「林操」と「足達八郎」は、「柳川藩叢

そうしょ

書第三集」
として昭和 60 年に青

せいちょうしゃ

潮社から復刻されています。

市史編さん係　宗章子

「愛郷」の人　浅川漏泉

【写真 2】「武士道亀鑑足達
八郎」初版

【写真1】浅川漏泉（「武士道亀鑑足達八郎」口絵） 【写真３】刊行記念菓子の広告

映画「侍タイムスリッパー」を上映
日本アカデミー賞の主要7部門で受賞した話題作

　制作費は通常の邦画の 10
分の 1 以下。たった 1 館の
上映から始まるも、観客か
らの評判が評判を呼び、異
例の大ヒット。全国 380 館
で上映され、日本アカデミー
賞で最優秀作品賞などを受
賞しました。「侍タイ」で社
会現象にもなった本作品を、
イベントホールで上映しまイベントホールで上映しま
す。ぜひご覧ください。す。ぜひご覧ください。
●日時　12 月 20 日（土）①午前 11 時～、②午後２　12 月 20 日（土）①午前 11 時～、②午後２
時～（開場は 20 分前）時～（開場は 20 分前）
●入場料（全席自由）　1000 円　1000 円
●チケット販売　市民文化会館で 10 月 11 日（土）午　市民文化会館で 10 月 11 日（土）午
前 10 時から販売前 10 時から販売

●日時・料金・出演　10 月 17 日（金）午
後 7 時～（約 60 分）、無料、中尾桂子（コ
カリナ・ハーモニカ）

ロビーコンサート

詳しくは、同館の公式サイトで確認できます。

　　　　定例イベントsuito

●日時・料金・講師　10 月 2 日（木）、16
日（木）①午前 10 時～②午前 11 時～（各
40 分）、1 組 500 円、CHIAKI

リトミックひろば

　チェロとピアノが共鳴し響き合うチェロ・ソナタ。 
“チェロの聖典” と呼ばれ、全てのチェリスト、ピア
ニストが憧れてやまないベートーヴェンの「チェロ・
ソナタ」全曲を、２日間にわたってお届けします。原
田哲男さん（チェロ）、上田晴子さん（ピアノ）とい
う２人の名手が奏でる音楽は、おそらく二度と聴くこ
とができない究極のソナタ（奏鳴曲）です。 そこにあ
るのは、心と心が響き合い、そして紡ぎだされる「美」
の音楽です。
●日時　来年 1 月 17 日（土）、18 日（日）午後 2 時
開演（開場は 30 分前）
●会場　イベントホール
●入場料（全席自由）　4000 円（2 日券のみ）、未就学
児入場不可
●前売券販売　市民文化会館で 10 月 18 日（土）午前10 月 18 日（土）午前
10 時から販売10 時から販売

原田哲男チェロとの対話 vol.2
チェロとピアノの共鳴「チェロの聖典」全曲リサイタルの２日間 10月18日

販売開始
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